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20222022 55
会員数935名会員数935名

▲城山公園のツツジ（4月25日撮影）

無担保、無保証人、低利子で融資無担保、無保証人、低利子で融資
～マル経融資制度～

利子補給（1.0％）制度が利用できます!
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により
「㈱日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問
い合わせください。☎ 22－8330

担保、保証人 不　要

貸 付 限 度 額 2,000万円

返 済 期 間 10年以内（＊運転資金は7年以内）

利 率 年1.21％（令和 4 年 5月 2日現在）

融 資 対 象

従業員（家族従事者、パート、法人
の役員除く）が商業・サービス業
は5名以下、製造業・その他は20
名以下の小規模事業者

「日本一、礼儀正しい街」を目指して
～館山市経済団体連絡協議会が市長・教育長・市議会に協力を要請～

あいおいニッセイ同和損保㈱と県内初の連携協定
～地方創生の実現に向けた中小事業者支援について協働による活動を推進～

『商工会議所福祉制度キャンペーン』実施のお知らせ

各種補助金のご案内（事業再構築、事業承継、持続化、ものづくり）

LOBO３月結果　
業況DI は小幅改善　～先行き慎重な見方続く～

青年部4月定期総会を開催
～令和4年度会長に井月　昇　氏が就任～

マル経融資制度をご利用ください
【無担保・無保証】小規模事業者　経営改善資金　融資制度

令和4年5月2日現在令和4年5月2日現在



会 議 所 だ よ り
令和４年 5 月 10 日（2）

「
日
本
一
、
礼
儀
正
し
い
街
」
を
目
指
し
て

～
館
山
市
経
済
団
体
連
絡
協
議
会
が
市
長
・
教
育
長
・
市
議
会
に
協
力
を
要
請
～

　

館
山
市
経
済
団
体
連
絡
協
議
会

（
館
山
商
工
会
議
所
、館
山
市
商
店

会
連
合
会
、（
一
社
）館
山
市
観
光

協
会
）は
、
日
本
一
、
礼
儀
正
し
い

街
」を
目
指
し
、経
済
界
の
み
な
ら

ず
行
政
や
教
育
機
関
等
地
域
全
体

の
協
力
を
得
て
、「
あ
い
さ
つ
運

動
」を
展
開
す
る
べ
く
、４
月
19
日

に
金
丸
謙
一
市
長
、
出
山
裕
之
教

育
長
、
石
井
敬
之
市
議
会
議
長
を

表
敬
訪
問
し
、協
力
を
要
請
し
た
。

　

こ
の
背
景
に
は
、台
風
被
害
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
と
、
地
域
経
済
は
３
年
以
上
に

わ
た
っ
て
停
滞
が
続
き
、こ
の
間
、

地
域
イ
ベ
ン
ト
や
祭
礼
、
学
校
行

事
も
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
人

的
交
流
や
世
代
間
交
流
が
途
絶
え

て
し
ま
っ
た
。

　

ま
た
、
地
方
に
お
け
る
社
会
的

な
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
、
少
子

化
、高
齢
化
は
、こ
の
間
も
加
速
度

的
に
進
み
、
地
域
の
担

い
手
不
足
は
一
層
深

刻
化
し
、
そ
の
解
消
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況

を
打
破
す
る
に
は
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
活
性
化
と
し

て
、
館
山
市
内
の
子
ど

も
、
大
人
も
問
わ
ず
、

常
に
明
る
く
、
元
気
な

挨
拶
が
出
来
る
街
を

つ
く
り
、
良
好
な
人
間

関
係
を
築
く
こ
と
で
、

住
み
や
す
さ
を
実
感

で
き
る
、「
日
本
一
、礼

儀
正
し
い
街
」
を
目
指

す
こ
と
が
最
重
要
課

題
で
あ
る
と
い
う
、
石

渡
和
男
会
頭
の
強
い
思
い
が
込
め

ら
れ
て
お
り
、
館
山
市
商
店
会
連

合
会
（
会
長　

角
田
吉
夫
）、（
一

社
）館
山
市
観
光
協
会（
会
長　

上

條
長
永
）に
賛
同
を
得
て
、今
回
の

協
力
要
請
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
石
渡
会
頭
は
、
こ
の

「
あ
い
さ
つ
運
動
」は
、
実
業
界
の

み
で
取
組
む
も
の
で
は
な
く
、
行

政
や
教
育
機
関
等
地
域
全
体
の
協

力
を
得
る
こ
と
で
、
市
民
の
円
滑

な
人
間
関
係
構
築
は
言
う
ま
で
も

な
く
、観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
る

当
地
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
向
上
に

よ
る
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
、
教
育
機

関
を
巻
き
込
む
こ
と
に
よ
る
若
年

層
の
マ
ナ
ー
に
関
す
る
ス
キ
ル
向

上
、
さ
ら
に
は
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の

高
い
地
域
の
担
い
手
育
成
に
も
つ

な
げ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

ま
ず
は
、
標
語
の
公
募
や
市
内

事
業
所
へ
の
啓
発
活
動
な
ど
を
実

施
し
、今
後
は
、当
所
広
報
委
員
会

（
委
員
長　

幸
田
右
子
）が
継
続
的

に
実
施
す
る
、
地
元
高
等
学
校
へ

の「
出
前
講
座
」と
連
携
し
、
講
習

会
等
を
開
催
す
る
な
か
で
、
地
元

企
業
へ
の
就
職
機
運
の
醸
成
に
取

組
み
、実
業
界
の
担
い
手
確
保
、市

外
へ
の
人
口
流
出
を
防
ぎ
、
地
域

活
性
化
に
資
す
る
事
業
と
な
る
よ

う
検
討
し
て
い
る
。

充実した設備と
　細かいサービス
大型カラー印刷機完備 !!

お気軽にお問合せください

○チラシ・パンフレット印刷
○オンデマンド印刷
　データ入稿～印刷～製本
○記念誌・自分史・郷土史
　写真集・自費出版　etc…

館山本社・館山工場
館山市山本226　〒294-0014
TEL.0470-22-2277
FAX.0470-23-2278

千葉支社（経営本部）
千葉市中央区生実町2498-8　〒260-0813
TEL.043-300-8661
FAX.043-300-8665

取締役会長　石 渡  和 男取締役会長　石 渡  和 男
館山市湊427

自動車買取致します自動車買取致します



会 議 所 だ よ り
（3）令和４年 5 月 10 日

あいおいニッセイ同和損保㈱と県内初の連携協定
～地方創生の実現に向けた中小事業者支援について協働による活動を推進～

『商工会議所福祉制度キャンペーン』実施のお知らせ

　当所では４月２６日に、あいおいニッセイ同和損保㈱と連携協定を締結しました。
　この連携協定は、両者が有する経営資源を有効に活用した協働による活動を推進し、地方創生の
実現を目指すもので、具体的には、次の７項目について協力します。
①地域・暮らしの安全・安心に関すること
②防災・災害対策に関すること
③産業振興・中小企業支援に関すること
④観光振興に関すること
⑤農業の振興に関すること
⑥その他、地方創生に資する取組に関すること
⑦ＳＤＧｓ達成に向けた取組に関すること
　同社との連携協定は、千葉県内２１商工会議
所において初めてで、今後は、令和元年９月の
台風１５号を契機に事業者の意識が高まった防
災・災害対策に関することや、コロナ禍で苦悩
する中小事業者に対する支援に関することで協
働し、地方創生の実現を目指します。

　ベストウイズクラブでは、「福祉制度
キャンペーン」を5/2～ 6/30に実施
いたします。
　本キャンペーンは、『商工会議所福祉
制度』を会員の皆様にご理解いただき、
会員事業所の福祉向上にお役立ていた
だくことを主な目的としています。
　『商工会議所福祉制度』は、経営者・
役員の皆様の保障や退職金準備他、入
院・介護・老後に備えた様々な保障ニー
ズにお応えするものです。
　商工会議所職員とアクサ生命保険株
式会社の担当社員がお伺いした際には、
是非ご協力いただきますようお願い申
しあげます。

※�「ベストウイズクラブ」は、商工会議所共済制度・福祉制度の普及・推進を目的とし全国各地の商工会議
所およびアクサ生命保険株式会社により運営されている組織です。

お問合せ：ＴＥＬ２２－８３３０　館山商工会議所　共済担当
https://tateyamacity.or.jp/kyosai



会 議 所 だ よ り
令和４年 5 月 10 日（4）

事業再構築補助金

事業承継・引継ぎ補助金

　新分野展開、事業転換、業種転換、業態転換、又は事業再編という思い切った事業再構築に意欲を
有する中小企業等の挑戦を支援します。

対象経費 建物費、機械装置・システム構築費、技術導入費、専門家経費、運搬費、クラウドサー
ビス利用費、外注費、知的財産権等関連経費、広告宣伝・販売促進費、研修費

※一部の経費については上限等の制限あり

【中小企業者等への補助額】

申請類型 補助上限額 補助率

通常枠 2,000万円、4,000万円、
6,000万円、8,000万円 2/3

最低賃金枠 500万円、1,000万円、
1,500万円 3/4

回復・再生応援枠

グリーン成長枠 1億円 1/2

※補助下限額はいずれも100万円で、上限額が複数あるものは従業員規模により異なる。

【開始時期】	 第 6回公募　3月28日～6月30日
【問 合 せ】	 制度全般に関するコールセンター	 ☎ 03-4216-4080
	 IP電話からは	 ☎ 0570-012-088
	 受付時間：9:00～ 18:00（日・祝日は除く）
	 『事業再構築補助金HP』　https://jigyou-saikouchiku.go.jp/

　事業承継・M&A後の経営革新やM&A時の専門家活用等を、年間を通じて機動的かつ柔軟に補助し
ます。

申請類型 補助上限額 補助率

経営革新事業
事業承継・M&A後の経営革新

（設備投資・販路開拓等）に係る費用
600万円 1/2または2/3

専門家活用事業
M&A時の専門家活用に係る費用

（ファイナンシャルアドバイザーや仲介
に係る費用、デューデリジェンス、セカ
ンドオピニオン、表明保証保険料等）

600万円
※M&Aが未制約の場合は300万円 2/3

廃業・再チャレンジ枠
事業承継・M&Aに伴う廃業等に係る
費用（原状回復費・在庫処分費等）

150万円 2/3

※廃業・再チャレンジ事業は経営革新事業・専門家活用事業と併用できます。

【開始時期】	 WEBサイトにて後日、公表予定
【問 合 せ】	 中小企業庁	事業環境部	財務課	 ☎ 03-3501-5803
『中小企業庁HP』　https://www.chusho.meti.go.jp/koukai/yosan/index.html



会 議 所 だ よ り
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小規模事業者持続化補助金（一般型）

ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金

　第8回受付締切分以降の公募要領が公開されました。第1～7回目とはサイトURLや応募書類が
異なりますのでご注意下さい。

申請類型 補助上限額 補助率 概要

通常枠 50万円 2/3 小規模事業者が経営計画を作成し、その計画に沿って行う販路開拓
の取組等を支援。

成
長
・
分
配
強
化
枠

賃金引上げ枠

200万円
2/3

販路開拓の取り組みに加え、事業場内最低賃金が地域別最低賃金よ
り＋30円以上である小規模事業者。
※賃金引上げに取り組む事業者のうち赤字事業者については、補助
率を3/4に引上げるとともに加点による優先採択を実施。

卒業枠 販路開拓の取り組みに加え、雇用を増やし小規模事業者の従業員数
を超えて事業規模を拡大する小規模事業者。

新
陳
代
謝
枠

後継者支援枠 後継者支援枠、販路開拓の取り組みに加え、アトツギ甲子園（ピッ
チイベント）においてファイナリストに選ばれた小規模事業者。

創業枠 産業競争力強化法に基づく「認定市区町村による特定創業支援等事
業の支援」を受け、販路開拓に取り組む小規模事業者。

インボイス枠 100万円 免税事業者であったが、インボイス発行事業者として新たに登録し、
あわせて販路開拓の取り組みを行う小規模事業者。

【申請期限】	 6月 3日（金）（第8回受付締切分）　
	 ※事業支援計画書（様式4）発行の受付締切		原則5月27日（金）
【問 合 せ】	 商工会議所地区		補助金事務局　☎03-6632-1502	
	 ※受付時間：9:00～ 12:00、13:00～ 17:00（土・日・祝日除く）
	 『商工会議所地区		持続化補助金HP』　	https://r3.jizokukahojokin.info/

　ものづくり補助金は、10次締切より見直し・拡充を行いました。これに伴い、新特別枠（低感染
リスク型ビジネス枠）については、9次締切をもって終了することとなりました。

申請類型 補助上限額（※１） 補助率

通常枠

750万円、
1,000万円、
1,250万円

1/2（※２）

回復型賃上げ・雇用拡大枠
（給与支給総額を年率平均1.5％以上
増加かつ事業場内最低賃金を地域別最
低賃金より30円以上引き上げる赤字

事業者が対象）

2/3デジタル枠
（DXに資する革新的な製品・
サービスの開発や生産プロセス等）

グリーン枠
（温室効果ガスの排出削減、

炭素生産性向上等）

1,000万円、
1,500万円、
2,000万円

（※1）補助上限額は従業員規模により異なる（※2）小規模事業者・再生事業者は2/3

【申請期限】	 WEBサイトにて後日公表予定（11次公募）　
【問 合 せ】	 ものづくり補助金事務局サポートセンター　☎050-8880-4053	
	 ※受付時間：10:00～ 17:00（土・日・祝日除く）
	 『ものづくり補助金総合サイト』	https://portal.monodukuri-hojo.jp/index.html



会 議 所 だ よ り
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日
本
商
工
会
議
所
は
3
月
31

日
、
3
月
の
商
工
会
議
所
Ｌ
Ｏ
Ｂ

Ｏ（
早
期
景
気
観
測
）調
査
結
果
を

発
表
し
た
。3
月
の
全
産
業
合
計

の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、▲
32
・
7
と
前
月

比
で
1
・
2
㌽
改
善
し
た
。先
行
き

見
通
し
DI
は
、▲
28
・
8（
前
月
比

プ
ラ
ス
3
・
9
㌽
）。業
種
を
問
わ

ず
、原
油
価
格
を
含
む
資
源
・
資
材

価
格
、
原
材
料
費
の
高
騰
な
ど
の

コ
ス
ト
増
加
が
収
益
回
復
の
足
か

せ
と
な
っ
て
お
り
、
中
小
企
業
の

景
況
感
は
、
持
ち
直
し
の
動
き
が

見
ら
れ
る
も
の
の
、
力
強
さ
を
欠

く
。

　

Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
調
査
3
月
結
果
で

は
、
全
産
業
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
▲

32
・
7（
前
月
比
プ
ラ
ス
1
・
2
㌽
）

と
わ
ず
か
に
改
善
し
た
。新
型
コ

コ
ス
ト

増
が
さ
ら

に
加
速
す

る
と
の
懸

念
か
ら
警

戒
感
が
強

ま
っ
て
お

り
、
中
小

企
業
の
先

行
き
は
慎

重
な
見
方

が
続
く
。

　

業
種
別

の
業
況
DI
は
、卸
売
、小
売
、サ
ー

ビ
ス
で
改
善
す
る
も
建
設
、
製
造

で
悪
化
。ブ
ロ
ッ
ク
別
で
は
、北
海

道
、東
北
、北
陸
信
越
、関
東
、九
州

で
改
善
も
他
の
4
ブ
ロ
ッ
ク
で
悪

化
と
地
域
に
よ
っ
て
見
方
が
分
か

れ
て
い
る
。

　

建
設
業
で
は
、
公
共
工
事
の
下

支
え
や
住
宅
関
連
工
事
の
持
ち
直

し
が
続
く
も
の
の
、
建
設
資
材
価

格
の
上
昇
や
設
備
機
器
の
納
期
遅

れ
・
欠
品
に
伴
う
工
期
の
長
期
化

に
よ
る
コ
ス
ト
増
の
影
響
が
強

く
、
ほ
ぼ
横
ば
い
。事
業
者
か
ら

は
、「
店
舗
の
工
事
受
注
に
よ
り
売

上
は
改
善
し
た
も
の
の
、
部
材
の

納
期
遅
れ
に
伴
う
工
期
長
期
化
や

鋼
材
な
ど
の
建
築
資
材
価
格
の
上

昇
が
続
き
、
厳
し
い
状
況
」（
一
般

工
事
）、「
民
間
設
備
投
資
が
停
滞

し
て
お
り
、
受
注
は
減
少
。ま
た
、

地
域
の
公
共
工
事
の
入
札
も
競
争

が
厳
し
く
、
売
上
確
保
に
苦
慮
」

（
管
工
事
）
な
ど
の
指
摘
が
あ
っ

た
。

　

製
造
業
で
は
、半
導
体
・
電
子
部

品
関
連
の
工
作
機
械
は
堅
調
に
推

移
す
る
も
の
の
、
部
品
供
給
制
約

に
よ
る
生
産
調
整
が
続
く
自
動
車

関
連
の
受
注
回
復
が
遅
れ
て
お

り
、
悪
化
。食
料
品
関
連
で
は
、
小

麦
粉
な
ど
の
原
材
料
費
の
上
昇
に

伴
う
負
担
増
を
指
摘
す
る
声
も
多

く
聞
か
れ
た
。

　

卸
売
業
で
は
、
原
油
価
格
高
騰

に
伴
う
物
流
費
や
包
装
資
材
価
格

な
ど
の
上
昇
に
よ
る
収
益
圧
迫
が

続
い
て
い
る
も
の
の
、
内
食
向
け

の
飲
食
料
品
関
連
が
全
体
を
押
し

上
げ
、
改
善
。「
売
上
は
堅
調
に
推

移
し
て
い
る
が
、
原
油
や
銅
価
格

の
上
昇
に
よ
る
電
線
な
ど
の
製
品

の
仕
入
価
格
が
大
幅
に
上
昇
。販

売
価
格
へ
の
転
嫁
を
取
引
先
と
交

渉
し
て
い
る
」（
一
般
機
械
器
具

卸
）、「
消
費
者
へ
の
直
売
や
価
格

転
嫁
の
取
り
組
み
の
成
果
も
あ

り
、売
上
は
維
持
。先
行
き
に
つ
い

て
は
ロ
シ
ア
産
の
冷
凍
魚
の
輸
入

が
困
難
に
な
る
見
込
み
。さ
ら
な

る
仕
入
コ
ス
ト
上
昇
を
懸
念
」（
水

産
物
卸
）
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

　

小
売
業
で
は
、
堅
調
な
巣
ご
も

り
需
要
に
よ
る
飲
食
料
品
や
日
用

品
の
ほ
か
、
高
額
品
の
需
要
が
堅

調
に
推
移
す
る
百
貨
店
の
売
上
増

加
が
寄
与
し
、
改
善
。一
方
、
一
部

で
は
気
温
の
低
い
日
が
多
く
、
春

物
衣
料
の
動
き
が
鈍
い
と
の
声
も

聞
か
れ
た
。事
業
者
か
ら
は
、「
食

料
品
の
売
上
が
堅
調
に
推
移
し
、

業
況
は
改
善
。た
だ
し
、先
行
き
の

感
染
状
況
に
伴
う
来
店
客
数
な

ど
不
透
明
な
部
分
が
多
く
、
手
探

り
で
営
業
」（
総
合
ス
ー
パ
ー
）
と

い
っ
た
指
摘
が
あ
っ
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、
18
都
道
府

県
に
お
け
る
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
の
延
長
に
伴
い
、飲
食
・
宿
泊

業
で
は
売
上
減
少
が
続
く
も
の

の
、
通
販
な
ど
の
消
費
者
向
け
の

荷
動
き
が
増
加
し
た
運
送
業
や
デ

ジ
タ
ル
投
資
が
堅
調
な
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
業
が
押
し
上
げ
、
改
善
。「
学

生
を
は
じ
め
来
客
増
で
業
況
は
改

善
。原
油
高
に
伴
い
仕
入
商
品
の

一
部
が
値
上
げ
さ
れ
る
た
め
、
今

後
の
採
算
悪
化
を
懸
念
」（
公
園
・

遊
園
地
）、「
例
年
開
催
さ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
の
中
止
や
歓
送
迎
会
な
ど

の
需
要
が
低
迷
し
、
売
上
の
減
少

が
続
く
。光
熱
費
や
小
麦
粉
、食
用

油
な
ど
の
値
上
げ
も
あ
り
、
経
営

環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
」（
飲
食

店
）
な
ど
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
に
伴
う
巣

ご
も
り
需
要
に
よ
る
日
用
品
な
ど

の
売
上
が
増
加
し
た
小
売
業
や
、

飲
食
料
品
関
連
の
卸
売
業
の
業
況

感
が
改
善
し
た
。

　

一
方
、
18
都
道
府
県
に
お
け
る

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
延
長

さ
れ
、
営
業
制
限
や
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
が
続
く
中
、
観
光
関
連
や
対

面
サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心
に
売
上
が

低
迷
し
た
ほ
か
、製
造
業
で
は
、慢

性
化
す
る
部
品
供
給
制
約
に
伴
う

生
産
調
整
の
影
響
を
受
け
た
自
動

車
関
連
の
動
き
が
押
し
下
げ
要
因

と
な
っ
て
い
る
。

　

先
行
き
見
通
し
DI
は
、▲
28
・
8

（
今
月
比
プ
ラ
ス
3
・
9
㌽
）。ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
の
全
面
解
除

に
伴
う
客
足
や
消
費
の
回
復
、国
・

自
治
体
に
よ
る

需
要
喚
起
策
へ

の
期
待
感
が
伺

え
る
。一
方
で
、

部
品
の
供
給
制

約
、
資
源
価
格

の
高
騰
が
継
続

し
、
コ
ス
ト
増

加
分
の
価
格
転

嫁
が
遅
れ
る

中
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
悪
化
に

伴
い
、
円
安
や

LOBO
3月結果

業
況
Ｄ
Ｉ
は
小
幅
改
善

業
況
Ｄ
Ｉ
は
小
幅
改
善

～
先
行
き
慎
重
な
見
方
続
く
～

～
先
行
き
慎
重
な
見
方
続
く
～



会 議 所 だ よ り
（7）令和４年 5 月 10 日

　

館
山
商
工
会
議
所
青
年
部
（
館

山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
の
４
月
定
期
総
会
が

２
０
日
、商
工
会
議
所
で
行
わ
れ
、

令
和
３
年
度
に
関
す
る
活
動
報

告
、
令
和
４
年
度
の
活
動
計
画
が

審
議
さ
れ
た
他
、
令
和
４
年
度
の

新
役
員
体
制
が
発
足
し
た
。

　

ま
た
、
石
渡
和
男
会
頭
や
金
丸

謙
一
館
山
市
長
を
は
じ
め
、
多
数

の
ご
来
賓
、
Ｏ
Ｂ
に
も
ご
参
加
を

い
た
だ
い
た
。

　

令
和
４
年
度
会
長
に
就
任
し
た

井
月　

昇
氏
に
よ
る
会
長
挨
拶

は
、左
記
の
通
り
。

　
「
原
点
回
帰 

～
次
代
へ
の
起
点

～
」

　

館
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
は
何
な
の
か
。

今
一
度
原
点
に
立
ち
返
り
、
活
動

へ
の
理
解
を
深
め
、
組
織
力
の
向

上
を
図
る
起
点
と
な
る
よ
う
な
一

年
間
に
す
る
。

　

２
０
１
９
年
に
端
を
発
し
た
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
に

よ
り
、
こ
の
２
年
間
思
う
よ
う
な

活
動
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
り

ま
し
た
。観
光
地
館
山
と
し
ま
し

て
も
、
様
々
な
業
種
へ
の
影
響
は

計
り
知
れ
な
い
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

現
在
の
館
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
課
題
と

し
ま
し
て
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
の
本

来
の
姿
を
取
り
戻
す
こ
と
が
最
優

先
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。ま
ず
は

部
員
同
士
の
連
携
を
強
め
、
組
織

へ
の
理
解
や
意
欲
を
高
め
て
い
く

所
存
で
す
。

　

事
業
内
容
と
し
ま
し
て
は
、

様
々
な
勉
強
会
を
実
施
し
、
Ｙ
Ｅ

Ｇ
を
通
し
て
部
員
諸
君
が
研
鑽
を

積
め
る
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
参
加
し
や
す
い
環
境
の
整
備

と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
の
構
築

を
並
行
し
て
行
い
ま
す
。昨
年
度

あ
ら
た
に
開
始
し
た
広
報
事
業
を

通
し
て
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
魅
力
を
発
信

す
る
こ
と
で
、
内
外
へ
の
活
動
報

告
と
共
に
、
新
た
な
部
員
の
獲
得

に
期
待
し
ま
す
。

　

ま
た
、
千
葉
県
商
工
会
議
所
青

年
部
連
合
会
か
ら
の
脱
退
は
ま
だ

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
含
め
、
様
々
な
大

会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
で
き
る

こ
と
か
ら
、
新
し
い
か
か
わ
り
方

を
考
え
る
年
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。令
和
元
年
の
台
風

１
５
号
に
よ
り
当
地
域
が
被
災
し

た
際
も
、他
単
会
か
ら
の
援
助
は
、

非
常
に
心
強
く
手
を
差
し
伸
べ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。館
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ

に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
で

す
。情
報
共
有
と
い
う
点
に
お
い

て
も
、
千
葉
県
と
し
て
連
携
で
き

る
こ
と
は
強
み
に
な
る
の
で
は
と

思
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
夏
の
館
山
湾
花
火

大
会
実
施
の
可
能
性
な
ど
、
よ
い

兆
し
が
伺
え
始
め
て
い
る
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
来
年
度

は
65
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
令
和
４
年
度
を
起
点

に
、
新
し
い
館
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
姿
を

皆
さ
ん
と
共
に
作
っ
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

至
ら
な
い
点
も
、
多
々
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
な
り
に

精
一
杯
務
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。　

　

ど
う
ぞ
、
一
年
間
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

※
承
認
さ
れ
た
令
和
４
年
度
役
員

は
、次
の
と
お
り

（
敬
称
略
）

副
会
長　

辰
野
弘
征（
ア
ー
ク
ス
）

副
会
長　

川
名
淳
郎（
清
水
屋
商
店
）

書　

記　

田
中
良
幸（
房
日
新
聞
）

会　

計　

佐
藤
渉（
館
山
信
用
金
庫
）

監　

事　

安
田
定
広（
扇
屋
）

理　

事　

三
浦
大
介
（
ミ
ウ
ラ
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
＆
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）・

須
藤
健
太（
須
藤
牧
場
）・
千
原
清

之
（
岡
部
建
設
）・
押
井
圭
（
地
魚

串
焼
だ
る
ま
や
）

直
前
会
長　

小
泉
竜
樹

（
こ
い
ず
み
家
粧
店
）

相
談
役　

熊
澤
浩（
み
く
に
屋
）

青
年
部
４
月
定
期
総
会
を
開
催

～
令
和
４
年
度
会
長
に
井
月　
昇　
氏
が
就
任
～

令和４年度会長　井月　昇

■法　　律	 千葉県産業振興センター

■税　　務	 佐藤　裕介　先生
	 根本　嘉美　先生

■商標	特許	 神崎　正浩　先生
ご相談のときは事前にご連絡下さい。

会議所窓口相談

商工相談

　金融相談

毎週水曜日
（電話相談随時

　お気軽にご連絡下さい）

日本政策金融公庫

特別金融相談日

毎月第3金曜日
（事前にご連絡下さい）
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「会議所だより」に広告を掲載される
会員事業所を募集しております!!

【掲載料】
約45mm×約85mm

10,800円～
問合せ　館山商工会議所
　　　　℡ 0470-22-8330

●昭和 51年 7月10 日 第 3 種郵便物認可●令和 4 年 2 月10 日発行（毎月1回 10 日発行）第 649 号●発行所／館山商工会議所●編集発行責任者／専務理事 上野 学●〒 294-0047 千葉県館山市八幡 821● TEL0470-22-8330  FAX0470-23-4011●印刷所／株式会社 集賛舎●定価 １部 20 円（購読料は会費に含まれています）

会議所は企業の要、地域の灯
会議所は企業の要、地域の灯

20222022 22
会員数950名会員数950名

▲高速ジェット船 季節運航開始（2／1～3／27）
無担保、無保証人、低利子で融資
無担保、無保証人、低利子で融資～マル経融資制度～利子補給（1.0％）制度が利用できます!　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により
「㈱日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問い合わせください。☎ 22－8330

担保、保証人 不　要
貸 付 限 度 額 2,000 万円
返 済 期 間 10 年以内（＊運転資金は7年以内）利 率 年 1.21％（令和 4 年 1月 31日現在）

融 資 対 象

従業員（家族従事者、パート、法人の役員除く）が商業・サービス業は5名以下、製造業・その他は20名以下の小規模事業者

訃報　副会頭　髙橋幸民氏ご逝去～経営者の思いを後継者に引き継ぐ～　事業承継について千葉県ワクチン・検査パッケージ制度経済底流を読み解く　高まる世界的なインフレ懸念アジアの風　
　ビジネスの先を読む青年部の窓
1月総会を開催～新役員が決定～LOBO１2月結果　業況は３カ月連続改善 ～コロナ再拡大に警戒感～＜お知らせ＞
決算・確定申告相談会のご案内折込チラシサービスをご活用下さい！

令和4年1月31日現在
令和4年1月31日現在

●昭和 51年 7月10 日 第 3 種郵便物認可●令和 4 年 3 月10 日発行（毎月1回 10 日発行）第 650 号●発行所／館山商工会議所●編集発行責任者／専務理事 上野 学●〒 294-0047 千葉県館山市八幡 821● TEL0470-22-8330  FAX0470-23-4011●印刷所／株式会社 集賛舎●定価 １部 20 円（購読料は会費に含まれています）

会議所は企業の要、地域の灯会議所は企業の要、地域の灯

20222022 33
会員数952名会員数952名

▲城山公園の梅園（2月28日撮影）

無担保、無保証人、低利子で融資無担保、無保証人、低利子で融資
～マル経融資制度～

利子補給（1.0％）制度が利用できます!
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により
「㈱日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問
い合わせください。☎ 22－8330

担保、保証人 不　要

貸 付 限 度 額 2,000万円

返 済 期 間 10年以内（＊運転資金は7年以内）

利 率 年1.22％（令和 4 年 3月1日現在）

融 資 対 象

従業員（家族従事者、パート、法人
の役員除く）が商業・サービス業
は5名以下、製造業・その他は20
名以下の小規模事業者

第５回常議員会を開催
令和３年度予算を1億2,981万円に補正
新入会員紹介
中小企業向け　令和4年度　税制改正のポイント
経済底流を読み解く　脱炭素とカーボン・クレジット市場の混乱
災害発生時の心得　～むやみに移動を開始せず、落ち着いた行動を～

アジアの風　中国経済の変調とアジア
国税庁　電子取引データの保存 資料公開し周知図る
全国健康保険協会（協会けんぽ）千葉支部からのお知らせ
LOBO１月結果　
業況は４カ月ぶり悪化　～先行きへの警戒感強まる～

令和4年2月28日現在令和4年2月28日現在

●昭和 51年 7月10 日 第 3 種郵便物認可●令和 4 年 4 月10 日発行（毎月1回 10 日発行）第 651号●発行所／館山商工会議所●編集発行責任者／専務理事 上野 学●〒 294-0047 千葉県館山市八幡 821● TEL0470-22-8330  FAX0470-23-4011●印刷所／株式会社 集賛舎●定価 １部 20 円（購読料は会費に含まれています）

会議所は企業の要
、地域の灯

会議所は企業の要
、地域の灯

20222022 44
会員数938名会員数938名

▲城山公園の桜（3月31日撮影）

無担保、無保証人、低利子で融資
無担保、無保証人、低利子で融資

～マル経融資制度
～

利子補給（1.0％）
制度が利用できま

す!

　マル経融資制度
は、小規模事業者

の皆様の経営改

善に必要な事業資
金を館山商工会議

所の推薦により

「㈱日本政策金融
公庫」から借りられ

る国の制度です。

※�ご利用の際には
各種要件がござい

ますのでお問

い合わせください
。☎ 22－8330

担保、保証人 不　要

貸 付 限 度 額 2,000万円

返 済 期 間 10年以内（＊運転資金
は7年以内）

利 率 年1.23％（令和
4 年 4月1日現在

）

融 資 対 象

従業員（家族従事者、パート、法人

の役員除く）が商業・サービス業

は5名以下、製造業・その他は20

名以下の小規模事業者

第117回通常議員
総会を開催

令和4年度予算は
1億236万円

LOBO２月結果　

業況DI 大幅に悪化
　～先行きも厳しい見

方～

事業復活支援金
　～申請期限（5/

31）迫る～

経済底流を読み解く

世界的な物価上昇の圧
力と金融政策

千葉県感染拡大防止
対策協力金（第16

弾・第 17弾）

新入会員紹介

アジアの風

ボーダーレス化する
五輪

令和4年4月1日現
在

令和4年4月1日現
在

マル経融資制度をご利用下さい
【無担保・無保証】小規模事業者��経営改善資金��融資制度

【融資の対象】
〇従業員数が20人以下（商業・サービス業（宿泊業及び娯楽業を除く）では5人以下）の事業者の方
〇納期限の到来している所得税（法人税）等の税金を完納している方
〇館山市内（原則）で1年以上事業を行い、館山商工会議所の経営指導を6カ月以上受けている方
〇日本政策金融公庫国民生活事業の非対象業種でない方

【融資の条件】
融資限度額 返済期間 利　率 担保・保証人

2,000万円内

運転資金7年以内
（うち措置1年以内） 年1.21％

（令和4年5月2日現在）

不要
（信用保証協会の
保証も不要）設備資金10年以内

（うち措置2年以内）

商工会議所に
相談 ▶ 必要書類提出 ▶ 受付・審査 ▶ 日本政策金融

公庫へ推薦 ▶ 日本政策金融公
庫が審査・融資

※1,500万円超の場合は、事業計画の作成が必要となります。詳しくはお問い合わせ下さい。

●新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた特例措置
　新型コロナウイルス感染症の影響により売上が減少した小規模事業者の資金繰りを支援するため、
別枠1,000万円の範囲内で当初3年間、通常の貸付金利から▲0.9%引下げする。加えて、据置期
間を運転資金で3年以内、設備資金で4年以内に延長する。

【問合せ】館山商工会議所　中小企業相談所　☎0470-22-8330


